
アーカス湘南ロータリークラブ公式訪問

Anyway,let’s have fun !

Do More「END-POLIO」Grow More「MEMBERSHIP」
ポリオ根絶と会員増強

地区方針・策定の背景について
（会員増強・ポリオ根絶・ビジョンと行動計画）

２０２１年１０月２日 ２０２１－２０２２ ガバナー 田島透
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参考：第２６６０地区「ロータリークラブ」認知浸透度調査報告書より

ロータリーの認知率は12％

ロータリアン, 1.6％

ある程度知っている, 12.2％

名前だけ知っている, 45％

知らない, 41.2％



公共イメージ（認知度）が低いか

■ 社会が求める活動を「毎年」行っているにも関わらず、
その活動はまだまだ認識されていません

■ より好ましいイメージを作っていくには、各クラブの素
晴らしいプロジェクトや各クラブの魅力を、 より広く伝
えていくこと、より多くの人を巻き込む工夫が必要

■ 各クラブが奉仕プロジェクトを考える際に、同時に公共
イメージ向上の観点からそのプロジェクトがより多くの
人に認知され、共感されるような仕組みを考えていくこ
とが重要と思います。



今年の地区の特徴

地区とクラブの連携・情報共有へ

ガバナー補佐のリーダーシップ発揮（ロータリー奉仕デー・世界ポリオデーなど）

地区委員会の再編成・横断的連携

クラブ支援強化

クラブ管理運営委員会（３委員会へ)

青少年支援

米山委員会（３委員会へ）

指定校との連携

学友ネットワークの構築

IA/RA支援（委員会分離）

ポリオプラス委員会（新設）



委員会の横断的連携

専門性のある委員会を相互連携により地区ビジョンの実現を目指します。

会員増強ー公共イメージー奉仕事業ー財団ーポリオプラス

奉仕事業ー青少年ー米山委員会

統括＝クラブ管理

出向者の増加

若い会員を委嘱

女性の活躍

ガバナー補佐１０名中４名が女性

委員等。副委員長に１１名（重複含む）



■ 2015RI理事会は以下のことに同意

ロータリーは時代に

追いついていかな

ければならない

ロータリーは時代に

適応しなければな

らない

ロータリーは将来へ

の備えができてい

なければならない

クラブの現状から、地域社会に即したビジョン
と行動計画をたてましょう

変化していけない
もの

変化してもよいも
の

変化しなければい
けないもの



2021-2022年度 地区活動方針

「ポリオ根絶と会員増強」

「地区ビジョンの実現」

私たちは、地域社会の変化とニーズととらえ、地域社会に

インパクトをもたらし、多様な人々との出会いとつながり

を活かして、良い奉仕を実践するために行動します

「行動計画（優先事項）から実践へ」



地域社会のニー
ズと変化を捉える

地域社会にイン
パクトをもたらす

多様な人々とのつ
ながり

積極的に行動し
ます

地区優先事項



地区の優先事項から実践へ

優先項目１ 地域社会の変化とニーズを捉える

変化に適応できる組織への対応

優先項目２ IMPACT

地域にインパクトを与える

優先項目３ Encounter

様々な人々との出会いと繋がり

優先項目４ Action

行動します

1. 地域で活動するより多くの人たちとのネットワーク
を築く

2. 青少年への支援（インターアクト・ローターアクト・
米山奨学生など）

1. 地区ビジョンと行動計画の理解と推進
2. クラブ・フューチャービジョン会議の開催
3. クラブ・デジタル化の推進

1. 世界ポリオデー（１０月２４日）
2. 会員基盤強化

９月２５日～１０月２４日
イメージ向上・会員増強月間

1. ロータリー奉仕デー
2. １クラブ１奉仕事業の継続



会員増強イメージ向上
奉仕の実践
ポリオ根絶

重点分野
地域のニーズ

①

行動計画（公共イメージと会員増強）の実践

②

戦略計画（行動計画）

•奉仕の実践をイメージ向上へどのように繋げるか

•イメージ向上から会員増強へどのように繋げるか

•イメージ向上には、各クラブの素晴らしいプロジェクトや各クラブの魅力を、より

広く伝えていくこと、より多くの人を巻き込む工夫が重要。

•公共イメージ向上の観点からそのプロジェクトがより多くの人に認知され、共感さ

れるような仕組みを考えていくことが重要
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（財団・公共イメージ・会員増強の関連フロー）  

ポリオ根絶と会員増強のストーリー（７月３１日ワークショップセミナー資料より） 

クラブの活性化 

情報発信（SNSなど） 

メディア 

・広報 

若者の支持 

青少年・新会員の

積極参加 

駅中・商店街広告 

 行政・諸団体と連携 

インパクトのあ

るイベント 

例会日・時間・会費 

新しいクラ

ブ運営 
ニーズに合ったクラブ

（多様性・柔軟性） 

退会者・主婦・退職者

など 

多くの会員の参画 

市民・団体の関心・参加意欲 

大規模な奉仕 

市民を巻き込む

書き込む 

財団補助金 

バスラッピング 

 
バス・鉄道・中刷り広告 

 

ポリオ根絶メールマガジン 祈願祭 

募金活動 

市民・団体との継

続的ネットワーク 



行動を主体とした奉仕事業

１クラブ１奉仕プロジェクト

ロータリー奉仕デーの開催

世界ポリオデーIN２７８０
の開催

クラブによる地域社会
への奉仕活動

グループでの地域社会
への奉仕活動

地区全域で全クラブが連
携し広範囲・大規模な奉
仕活動



社会が直面している課題（パンデミック・環境保全など）への取り組みに焦点

を当てることは、社会やメディアの関心も高いために、ロータリークラブの認

知度や公共イメージ向上を図りやすいと考えます。

新型コロナウイルス感染症の流行により地元経済に深刻な影響をもたらして

います。クラブの基盤は地域社会です。地域にはコロナ禍で疲弊した飲食や観

光産業などそれを支える流通・サービス業、また極度の緊張状態にある医療・

介護などのエッセンシャルワーカーなどの存在があります。この方々に我々

ロータリアンは地域の一員として、「１クラブ１奉仕プロジェクト」でこれら

産業や職種に元気を提供できる奉仕活動の実現を模索していこうではありませ

んか。

１クラブ１奉仕プロジェクト（新型コロナ対策）



より多くの人々にロータリー活動の理解を⇒会員増強へ

点的・静的イメージ戦略

•従来は６５クラブが個別に・対象者を地域に限定して短期間に行なう。

面的・動的イメージ戦略

•６５クラブが統一したテーマで連携・行動し広範囲・大規模（多くの

人々を巻き込んで）で持続的に活動を発信。

•各クラブのプロジェクトを、より広く伝え、より多くの人を巻き込む

こと、かつ持続的にイメージ向上を図っていく。



世界ポリオデーIN2780の概要

① バスジャックプロジェクト

② ポリオ根絶・コロナ終息祈願法要

③ ポリオ根絶募金キャンペーン

④ 世界ポリオ根絶サミット

ポリオの根絶や新型コロナウイルス感染症の終息を祈願すると共に、これらの病と向
き合う医療従事者に感謝の祈りを捧げます。

バス車体広告（ラッピングバス）とバス車内広告でポリオ根絶バスジャックキャ
ンペーンをします。

基調講演
インドとのオンライン会議



ラッピングバス出発式（９月１2日）



ラッピングバス 後部



ラッピング側面 後部



車内広告



車内広告（第６グループ）



車内広告（第8グループ）



アーカス湘南ロータリークラブ直近の姿（２０２０－２１）

会員数（2019/6～2021/6）４名→３名（平均年齢；４５歳）
会員増強目標 ２人（男性１人・女性１人）
過去３年間入会者数 ０名
現在在籍者 ０名

過去3年間退会者数 ７名
財団寄付実績（）は目標額

年次寄付 ＄２６２ /人（＄200）
恒久基金 ＄０ （＄1,000）
ポリオ寄付 ＄１６０/1人（$40）

米山奨学会寄付 ￥３２，５００円/人（￥20,000）
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■ MOVER’S（RI会長メッセージ）

時代は変革期を過ぎ、既に新しい時代へ突入しております。

ロータリーも新しい変化に対応していかなければなりません。

時代の先を進まなければなりません。

次の世代に夢を繋いでいくのは

“Ｍｏｖｅｒ‘Ｓ（変革者）”である私達なのです！



～最後にもう一度シェカールメータ会長
の言葉を確認します～

■ 船は港に居れば安全です。

■ 船の目的は港に居る事ではありません。大海に出てこそ船の

目的が成就されるのです。

■ 変革者である我々は冒険でありメンテナンスではありません。

■ 私達は奉仕し、みんなの人生を豊かにするためのパワーと魔

法を持っています















この行動計画は、ロータリーが直面している課題や困難な状

況と純粋に向き合うもので、行動の枠組みになると同時に、

クラブ、地区のニーズをめざすべき目標と連結させる働きを

します。

この変化は決して簡単なことではありません。

包括性と開放性をもって新会員や新しいアイデアと向き合っ

ていくことが大切です

地区・RIの優先事項を実現できるようクラブを支援します。



ロータリーの変化を実感する

2,016年規定審議会 柔軟性（FLEXBILITY）の採用

•「例会と出席」「会員身分」の2つのカテゴリーについて、標準

ロータリークラブ定款の条項に従わない規定又は要件をクラブ細

則に含めることができる

2,019年規定審議会 柔軟性の確認

•例会の開催数や出席について柔軟性を否定し元に戻すことを求め

る制定案はことごとに否決され、かえって欠席のメークアップ期

間を「同じ年度」と拡大する制度案が採択された


